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苫小牧市第４次環境基本計画―第 1 期ゼロカーボン推進計画―について（答申） 

 

令和 4 年 7 月 8 日付けで諮問のあった、苫小牧市第 4 次環境基本計画―第 1 期ゼ

ロカーボン推進計画―について、別添のとおり答申します。 

 また、計画の推進にあたっては次の点に配慮されるよう要望します。 

 

 

１．この計画は苫小牧市の環境を保全しつつ、ゼロカーボンシティを実現するため 

のものであることから、広く市民理解が得られるよう、十分に周知・啓発を行う 

こと。 

 

２．令和 12 年度（2030 年度）の CO 削減目標率は、国の削減目標を参考とし、各企 

業目標を考慮して設定すること。 

 

３．脱炭素社会に向けた対策および気候変動に向けた適応策について、市の率先行動 

および事業者支援の充実、市民への意識啓発などを積極的に実施し、また、進捗状 

況の適正な管理を行うこと。 
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苫小牧市第４次環境基本計画 
～第 1 期ゼロカーボン推進計画～について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4 年 11 月 22 日 
苫小牧市環境審議会 



 

苫小牧市第４次環境基本計画～第 1期ゼロカーボン推進計画～の概要 

 

１．計画の趣旨・計画期間 

令和 3(2021)年 8 月に宣言したゼロカーボンシティへの挑戦を踏まえ、第 3 次環境基本計画

の見直し時期にあたる今年度、計画を全面改定し第 4 次環境基本計画を策定することとした。 

計画期間は令和 5(2023)年度から令和 12(2030)年度までの 8年間とする。 

２．主な内容 

（１）新計画の構成 

◎目指すべき環境 

地球を思い、人と自然が調和し、次世代につなぐ緑あふれる とまこまい 

◎計画構成（基本目標、基本施策） 

○広げよう ゼロカーボンとみんなの暮らし 
（①エネルギーを節約しよう  ②CO2の少ない製品・サービスを選ぼう  ③ゼロカー
ボンな住宅・オフィスをつくろう  ④ゼロカーボンなまちをつくろう  ⑤環境教育
の大切さを知ろう ） 

○実現しよう ゼロカーボン産業都市 

（①エネルギーの地産地消を進めよう  ②産業全体で取組を拡大しよう  ③新技術に

取り組む産業の輪を広げよう ） 

○目指そう 資源が循環する053
ゼロごみ

 のまち 

（①ごみを減量しよう  ②リサイクルに取り組もう  ③きれいなまちを目指そう ） 

○守ろう 豊かな自然とみんなの未来 

（①苫小牧の多様な自然環境を守ろう  ②まちの緑を守ろう  ③公害を未然に防ごう  

④気候の変化に備えよう ） 

（２）ゼロカーボンに向けた地球温暖化対策に関する項目 

○地球温暖化対策のうち気候変動の「緩和策」として、令和 32(2050)年の脱炭素化に向

けた目標とシナリオを排出部門別に整理 

→令和 12(2030)年度ＣＯ 削減目標率は、国の削減目標を参考とし各企業目標を考慮し

て設定 

○気候変動への「適応策」として、気候の変化に備えるための対策を分野ごとに整理 

 

 

３．答申出席者 

◎環境審議会会長 

中村 努 氏    苫小牧工業高等専門学校創造工学科教授 

研究分野：地盤工学 

環境審議会委員歴（2011（平成 23）年 4月 1日～現在） 

 

◎環境審議会副会長 

野村 真理子 氏  とまこまい広域農業協同組合 

環境審議会委員歴（2013（平成 25）年 4月 1日～現在） 

 


